
一
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
概
況

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
、
平
成
五
年
に
前
橋
市
内
の
十

二
の
農
協
が
合
併
し
て
で
き
た
農
協
で
あ
る
。
一

一
年
四
月
現
在
の
組
合
員
数
は
一
四
、
八
六
一
人

（
正
組
合
員
比
率
六
〇
％
）で
あ
る
。
農
産
物
の
販

売
高
は
一
二
〇
億
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
畜
産
物

が
三
九
億
円（
三
二
％
）で
、青
果
物
三
二
億
円（
二

七
％
）、
牛
乳
二
六
億
円
（
二
二
％
）、
米
麦
一
三

億
円
（
一
一
％
）
で
あ
り
、
当
地
域
の
農
業
は
野

菜
と
畜
産
を
中
心
と
し
て
い
る
。

　

当
地
域
は
利
根
川
用
水
に
恵
ま
れ
、
昔
か
ら
の

農
業
地
帯
と
し
て
京
浜
市
場
を
中
心
に
農
畜
産
物

の
出
荷
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の

労
働
力
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
問
題
等
の
進
行

に
よ
り
地
域
農
業
の
衰
退
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

六
年
か
ら
一
〇
年
ま
で
の
五
年
間
で
農
産
物
販
売

高
は
一
五
四
億
円
か
ら
一
二
〇
億
円
へ
と
三
四
億

円
（
二
三
％
）
減
少
し
て
お
り
、
地
域
農
業
の
再

生
は
同
農
協
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

二
、「
ゆ
う
あ
い
館
」
設
立
の
経
緯

　

当
地
域
の
あ
る
前
橋
市
は
、
二
八
万
人
の
消
費

人
口
を
有
し
て
い
る
た
め
、
七
〇
年
代
か
ら
農
産

物
の
直
売
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
県

内
に
多
く
の
直
売
所
が
存
在
し
て
い
る
が
、
生
産

者
自
身
に
よ
る
小
規
模
な
も
の
が
多
数
を
占
め
て

い
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
受
け
て
平
成
五
年
の
農

協
合
併
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
農
業
と
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
同
農
協
は
管
内
に
あ
る
比
較

的
規
模
の
大
き
い
直
売
所
を
再
編
し
、
約
六
千
万

円
の
施
設
投
資
を
行
い
（
補
助
率
五
〇
％
）、
そ
れ

を
事
業
化
の
軌
道
に
乗
せ
た
の
が
現
在
の
「
産
直

ゆ
う
あ
い
館
」
で
あ
る
。

三
、「
産
直
ゆ
う
あ
い
館
」
の
運
営
実
態

　
�
業
務
の
仕
組
み

　

直
売
事
業
の
運
営
に
お
け
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
品
揃
え

と
農
産
物
の

安
定
供
給
で

あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て

は
、
同
Ｊ
Ａ

は
管
内
の
産

直
部
会
と
連

携
し
、
同
部

会
か
ら
農
産

物
の
安
定
供

給
に
関
す
る

全
面
協
力
を

受
け
て
い

る
。
現
在

は
直
売
所

へ
の
出
荷

農
家
数
は

四
〇
〇
戸

に
上
り
、

昨
年
の
出

荷
額
は
約

三
億
円
に

達
し
て
い

る
。ま
た
、

直
売
所
と

各
生
産
農
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
の
出

荷
は
原
則
と
し
て
産
直
部
会
の
会
員
農
家
に
限
定

さ
れ
、
両
者
は
基
本
的
に
は
委
託
販
売
の
関
係
で

あ
る
。
農
協
は
売
上
の
一
〇
％
を
施
設
利
用
料
と

し
て
徴
収
し
、
そ
の
ほ
か
は
農
家
の
販
売
収
入
と
し

て
各
農
家
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

直
売
所
と
産
直
部
会
の
業
務
分
担
は
、
前
者
は

①
販
売
計
画
の
策
定
、
②
農
産
物
全
量
販
売
の
促

進
、
③
販
売
代
金
の
決
算
と
い
う
三
つ
で
あ
る
。

後
者
は
、
①
生
産
計
画
の
実
施
、
②
市
場
価
格
情

報
の
提
供
、
③
出
荷
活
動
へ
の
業
務
指
導
等
と
な

っ
て
い
る
。
直
売
所
の
人
員
は
所
長
と
従
業
員
一

五
人
か
ら
な
り
、
所
長
は
農
協
か
ら
の
出
向
者
で

あ
り
、
ほ
か
の
一
五
人
は
パ
ー
ト
で
あ
る
（
そ
の

う
ち
八
人
が
農
家
の
女
性
）。直
売
所
の
営
業
時
間

は
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
、
定
休
日

は
毎
週
火
曜
日
と
な
っ
て
い
る
。
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現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

都
市
と
農
村
交
流
の
新
し
い
拠
点
を
目
指
し
て

―
Ｊ
Ａ
前
橋
「
産
直
ゆ
う
あ
い
館
」
の
事
例
―

「産直ゆうあい館」の内部

「産直ゆうあい館」の外観
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全
体
の
七
三
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
の
米
、

加
工
品
、
木
工
品
は
そ
れ
ぞ
れ
七
一
六
万
円
、
八

五
五
万
円
、
四
八
四
万
円
で
、
全
体
の
七
％
、
九

％
、
五
％
を
占
め
、
野
菜
が
メ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

売
場
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
野
菜
は
基
本
的
に
は

袋
詰
め
、
パ
ッ
ク
詰
め
、
束
縛
り
等
の
形
で
出
荷

さ
れ
、
出
荷
様
式
や
値
付
け
等
に
つ
い
て
は
完
全

に
生
産
農
家
に
任
せ
て
い
る
。
直
売
品
の
価
格
は

一
般
の
ス
ー
パ
ー
よ
り
二
〜
四
割
安
く
、
ほ
と
ん

ど
は
卸
売
価
格
に
近
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
�
運
営
の
実
態

　

同
直
売
所
の
今
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
運
営

実
績
を
見
る
と
、
一
日
当
た
り
の
売
上
は
一
〇
九

万
円
で
あ
り
、
昨
年
同
期
よ
り
二
二
％
増
加
し
た
。

ま
た
、
こ
の
三
カ
月
間
に
直
売
所
を
訪
れ
た
客
数

は
合
計
六
五
万
人
に
登
り
、
昨
年
の
一
・
二
倍
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
単
純
計
算
す
る
と
、
一
日

当
た
り
の
客
数
は
八
一
二
人
で
客
単
価
は
一
、
三

四
六
円
で
あ
り
、
昨
年
同
期
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
九

％
、
二
％
増
加
し
た
。

　

所
長
の
磯
田
光
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
九
年
七
月
開

業
か
ら
今
日
ま
で
の
二
年
間
で
年
間
平
均
三
億
円

以
上
の
売
上
を
実
現
し
、
黒
字
経
営
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。
前
橋
市
内
に
は
経
済
連
直
営
の
直
販
施

設
も
あ
る
が
、
品
揃
え
や
値
段
、
さ
ら
に
は
売
上

高
等
の
面
に
お
い
て
は
「
ゆ
う
あ
い
館
」
が
最
大

規
模
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

四
、
産
直
事
業
の
役
割
と
課
題

　

同
直
売
事
業
の
役
割
は
主
と
し
て
以
下
の
二
つ

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
�
地
域
農
業
へ
の
寄
与

　

直
売
所
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
昨
年
の
野
菜
売
上

高
は
二
億
円
強
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う

に
、
当
地
域
で
は
農
産
物
の
販
売
が
低
迷
す
る
中

で
野
菜
部
門
だ
け
は
安
定
し
て
お
り
、
そ
れ
は
直

売
事
業
に
よ
り
野
菜
農
家
の
安
定
兼
業
に
果
た
し

た
効
果
も
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
同
直

売
所
か
ら
各
生
産
農
家
に
支
払
わ
れ
た
月
一
二
万

円
相
当
の
直
売
収
入
が
兼
業
農
家
の
経
営
の
安
定

化
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
今
後

は
同
直
売
事
業
の
展
開
に
よ
り
地
域
農
業
や
農
家

経
済
へ
の
波
及
効
果
の
一
層
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
。

　
�
産
消
提
携
の
拡
大

　

新
鮮
・
安
全
・
安
価
な
農
産
物
供
給
を
基
本
と

し
た
同
直
売
所
の
展
開
は
、
現
在
地
域
住
民
か
ら

大
き
な
関
心
を
集
め
て
い
る
。
筆
者
の
訪
れ
た
五

月
に
は
一
日
当
た
り
の
平
均
客
数
は
一
、
一
〇
〇

人
に
も
達
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
前
橋
市
か
ら

の
顧
客
だ
け
で
な
く
、
遠
く
の
高
崎
市
や
伊
勢
崎

市
か
ら
来
た
人
も
多
く
、
同
直
売
所
は
産
消
提
携

の
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対

し
て
、
現
在
は
売
場
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
同
直
売
所
の

特
色
（
生
鮮
野
菜
が
メ
イ
ン
）
を
堅
持
し
な
が
ら

売
上
高
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
、
産
消
交
流
と
地

域
経
済
の
循
環
の
同
時
拡
大
を
図
る
こ
と
が
課
題

と
な
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
章　

政
）

　
�
商
品
の
構
成

　

直
売
所
で
扱
う
商
品
は
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
、

野
菜
、
米
、
加
工
品
（
納
豆
、
ハ
ム
、
そ
ば
、
う

ど
ん
等
）、
木
工
品
（
工
芸
品
や
玩
具
等
）
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
今
年
一
月
か
ら
三
月

ま
で
の
売
上
構
成
を
見
る
と
、
販
売
代
金
九
、
七

四
七
万
円
の
中
で
、
野
菜
は
六
、
三
七
二
万
円
で
、

「ゆうあい館」の運営実績

客単価
（円）

１日当客数
（人）

客　数
（千人）

１日当売上�
（万円）

運営状況

１，３４６
１０２

８１２
１１９

６５
１１８

１０９
１２３

１１年１～３月
昨年比

合計食堂加工品木工品米野菜売上（万円）

９，７４７
１３６

３２０
８２

８５５
９０

４８４
１１４

７１６
１１９

６，３７２
１３３

１１年１～３月
昨年比

１）「ゆうあい館」統計より整理、作成。
２）昨年比は昨年同期を１００とした指数。


